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研究成果の概要（和文）：ケニアにおけるロタウイルスワクチンの導入に関連して、ワクチンの効果を分析し、
ロタウイルス感染症のウイルス株の変化をみるための疫学調査を実施し、ロタウイルス感染症の感染モードの解
明を行うのが本研究の目的である。ワクチン導入でロタウイルス感染症はほぼ50％以下に減少し、接種後に出現
したロタウイルスのジェノタイプの主体はG2P4であった。ロタウイルスの感染モードの解明については、金属メ
ッシュを用いて捕集した空気検体からロタウイルス粒子をPCR法で検出した結果、6.1％の空気検体からロタウイ
ルス粒子は検出可能であり、食物や飲料水を介した感染経路とさらに空気を介して拡散する感染の可能性が示唆
された。

研究成果の概要（英文）：We have performed the epidemiological study of rotavirus diarrhea in Kenya 
in relation to countrywide introduction of a rotavirus vaccine (Rotarix vaccine) as well as the its 
impact to reduce the infections and the study of mode of transmission of rotavirus particles. 
Rotavirus vaccine reduced 50% of Rotavirus diarrhea in Kenya and a genotype G2P4 increase as a 
dominant genotype.  We also could identify rotavirus particles out of 6.1% of the air samples 
collected by a metal mesh device by semi-nested PCR. It is suggested that rotavirus particles can 
spread via air in addition to the transmission via water and food.  

研究分野：細菌学、熱帯医学
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１．研究開始当初の背景 

ロタウイルスは乳幼児胃腸炎の主要な病原

体であり、アフリカを中心に年間 50 万人

の乳幼児死亡の原因であり、極めて重要な

公衆衛生学的課題である。2014 年 7月から

ケニアにおいてもロタウイルスワクチンの

導入が国家レベルで行われている。しかし

その効果や流行ロタウイルス株のジェノタ

イプについては未だ知られていない。我々

はこれまでケニアのロタウイルス感染症の

実態解明のために、疫学調査を行い、ロタ

ウイルス流行株の分析を行ってきた。本研

究は途上国のロタウイルス感染症の実態解

明をさらに深化させると共に、汚染した食

物や飲料水からの感染ルート以外の感染モ

ードの可能性を追求するものである。 
 
２．研究の目的 

ロタウイルスワクチン導入の効果判定を含

め、種々のロタウイルス株の経時的な変化

に関する分析を行い、ケニアにおけるロタ

ウイルス感染症実態解明、さらにロタウイ

ルス感染症の感染モード解明に迫るのが目

的である。 
 
３．研究の方法 

(1)ロタウイルス感染症に関する疫学調査

の実施：ナイロビ近郊のキアンブ地区に

おける小児から下痢検体を採取し、ELISA

法によるロタウイルスの検出やそのジェ

ノタイプを semi-nested PCR などを用い

て分析を行う。このように免疫学的、分

子生物学的解析から特に下痢症患者の入

院例を対象として、ケニアのロタウイル

ス感染症の実態解明を行う。 

(2)ロタウイルス検出システムの定量性の

検討：ロタウイルス標準株を用いて、ロ

タウイルス段階希釈液によりその定量性

の検討を行う。また PCR 検査結果に影響

を及ぼすような反応を抑制する検出シス

テムの開発を熱帯医学研究所において実

施する。また空気検体を用いた検討は実

験室での分析は困難であり、フィールド

で実証する。 

(3)ロタウイルス検出システムの開発と応

用可能性の検討：ケニアのナイロビ近郊

部のキアンブ地区の４地点（繁華街、学

校、農村部、住宅地）から空気採取し、

さらに河川や井戸などの数地点を選定し、

検体の採取量、採取時間等の検討を行う。 

(4)ロタウイルス感染症発生動向と気象デ

ータとの関連の検討：キアンブ地区の病

院の患者発生データを一定期間収集し、

ロタウイルス感染症発生との関連因子の

分析を行うため、地上観測の気象データ

（降水量、気温、湿度、風量等）とロタ

ウイルス患者数との時系列解析を行い、

関連性を明らかにする。 

(5)環境中の水や空気検体からウイルス粒

子を検出する疫学調査の実施：前年度行

った調査の結果からウイルス測定の最適

の地点を選定し、開発した検出システム

で、ウイルス粒子の検出を定期的に実施

する。得られた結果から、ロタウイルス

検出と気象データとの相関やロタウイル

スの空気伝搬に関する可能性を分析する。 
 
４．研究成果 

ナイロビ近郊のキアンブ地区におけるキ

アンブ県病院に入院した 5 歳以下の下痢

症患者から下痢検体を採取し、A群ロタウ

イルスの ELISA のスクリーニングでロタ

ウイルスを検出した結果、ロタウイルスに

よる下痢症はロタウイルスワクチン導入

で 49.8% （ワクチン導入前の 2009 年の 7

月から 2014 年 6 月までの 5 年間) から

27.5% （ワクチン導入後の 2014 年 7月か

ら2016年6月までの2年間）へとほぼ50％

以下に減少した。先進国においてはこのワ

クチンの接種によるインパクトは８０％

を超すと報告されているが、ケニアにおい

てはほぼ 50％と、他の途上国同様の低い

結果であった。また検出されたウイルス株



のジェノタイプをsemi-nested PCRで分析

した結果、ワクチン導入後に出現したロタ

ウイルスのジェノタイプの主体は G2P4 で

あり、G3P[6] と G3P[8]がそれに続いた。

本格的に本ロタウイルスワクチンを導入

した場合、途上国においてはこのように新

たに出現してくるワクチン株に対する対

策が望まれる。 一方、ロタウイルスの感

染モードの分析については、金属メッシュ

（Metal Mesh Device, MMD）を用いて捕集

した約 80L の空気検体からロタウイルス

粒子のVP4およびVP7蛋白遺伝子に焦点を

絞りsemi-nested PCR法で検出を試みた結

果、もちろん土壌中に含まれる PCR 反応阻

害物質の抑制を行う必要があるが、6.1％

（18/291）の空気検体からロタウイルス粒

子の何らかの蛋白が検出された。この点は

さらに研究を進めていく必要がある。キア

ンブ病院の下痢症による入院患者の発生

データと地上観測の気象データとの時系

列解析については現在解析中であり、本報

告には間に合わせることはできなかった。 
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